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論文審査の要旨

食道癌は難治性消化器癌として知られ、種々の集学的治療によっても治療成績

は改善が乏しく、新規な治療法や治療マーカーが求められている。本研究では、

食道癌に対する宿主癌免疫の中でもメモリーT細胞の意義について検討が行わ

れている。

術前療法の施行されていなしh食道癌切除症例 105 例に対して CD45RO 抗体を

用いた免疫染色により CD45RO 陽性メモリーT細胞を検出し、その癌への浸潤

程度を臨床病理学的因子および予後と比較検討した。メモリーT細胞および、CD4

陽性T細胞、 CD8 陽性T細胞のいずれも癌先進部の辺縁に浸潤が見られ、癌組

織内への浸潤はほとんど認められなかった。メモリーT細胞浸潤と、進行度、深

達度、脈管侵襲、リンパ節転移、遠隔転移との聞に相関は認められなかったが、

メモリーT細胞高浸潤症例では、生存率は有意に高く、無再発症例が有意に高頻

度に認められた。また、多変量解析では、メモリーT細胞浸潤は独立した予後因

子であった。

これらの結果から、メモリーT細胞が宿主の抗腫虜免疫の活性化を介して食道

癌の再発抑制に関与することが示唆され、より詳細な検討が望まれる。一方、

メモリーT細胞浸潤数は予後因子としてのみならず、治療効果予測因子さらには

メモリーT細胞誘導による免疫療法の標的としても有望であり、今後の展開が期

侍される重要な知見と見なされる。，
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに外科学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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